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 成果とその後の発展について  



          資源循環型社会における 

    再生素材と人間をとりまく環境の意味を考える 

１．産業革命以前の自然素材 

     ローカル、少量生産、非専門技術、非均質、風土に直結 

 

２．工業化時代以降の加工素材 

     グローバル、大量生産、専門技術、均質、世界共通 

 

３．脱工業化時代の再生素材 

     グローカル、適量生産、一般技術、目的に対応 

 

 



再生素材をテーマとしたコンペティションの意味 

・ 幅広い応用事例のイメージを共有する 

                          （出口側のアプリケーション） 
 

・ 社会的ニーズから、新しい再生素材を探る 

                                （マーケティング） 
 

・ サステイナブル社会の先導的なイメージの視覚化  

                         （前衛・ファンの育成） 
                        

 

 

 



コンペティションの内容と目的 

• 毎年、テーマ素材を変えながら、新しいアイデアやデザイン 

  を公募する （2004年度： ガラスのＤＮＡ） 

      

・ 実用化の可能性のあるアイデアについては、積極的に支援する 

 

・ 関心の高いデザイナーや学生のネットワークを図り、継続的な
教育・研究を重ねる 





  Re－マテリアルコンペティション 審査結果 

 
今回のような再生材料をテーマにしたデザインコンぺティションは我が 

 

国では初めての試みであるが、短い公募期間にもかかわらず応募総 

 

数は70作品を超え、内外の反響が大きかった。 

 

応募作品のレベルも期待以上に高く、選考は困難を極めたが、最終的

にはガラスのDNAを活かしたアイデアが高く評価された。  



 
賞 作 品 名 氏 名 所 属 

最優秀 Flat Out 村上洋子   AAスクール/nomad architects 

優秀 彩障子 

-stained slide glass screen-  
赤堀彰彦 岡隆裕 京都大学 

優秀 
ステンドペーパー 永村 隆和 フリー 

特別 
A Lighting Pass 栗原 真 

  筑波大学大学院芸術研究科 

修士課程デザイン専攻 

建築デザイン分野１年 

特別 
深彩 - shinsai - 三ッ浪 由紀子 

 京都工芸繊維大学大学院 

 工芸科学研究科造形工学専攻  

 山本建太郎研究室所属 

特別 

FLAT zebra zone 
   代表者：宮下信顕   

   （共同設計者：大平卓磨、 

宍戸譲次、園田雄飛） 

 株式会社竹中工務店  

東京本店 設計部 

特別 

デンジハ・フィルターガラス 
   代表者：宮下信顕   
   （共同設計者：大平卓磨、 

 宍戸譲次、園田雄飛、柳橋邦生） 

 株式会社竹中工務店 

 東京本店 設計部 

特別 
Vグラスロッド 村上絵美 

クレー工房 

    ART&ARCHITECTURAL GLASS 

佳作 
Glass Garden 井上 昇  デザイナー・ニューヨーク在住 

佳作 
clustered bottle 宇佐美 洋平 

東京工業大学総合理工学研究科 

     人間環境システム専攻修士２年 

佳作 Gradation wall by the cullet 小高 浩平 フリー 

佳作 The vacuum packed cullet 松井 亮・ 川向 涼子 フリー 

Re－マテリアルコンペティション 入賞者リスト 



応募者の所属別割合
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　a

 ・透明×凹凸
 　（未熔着）
 ・5-10mm
 ・750℃，1h
 ・製造性：不安定

　b

 ・透明×凹凸

 ・30-50mm
 ・750℃，3h
 ・製造性：安定

　c
 
 
 ・半透明×凹凸
 
 ・30-50mm
 ・780℃，5h
 ・製造性：不安定

　d
 
 
 ・半透明×平滑
 
 ・30-50mm
 ・800℃，3h
 ・製造性：不安定

　e

・不透明×凹凸

・5-10mm
・850℃,5h
・製造性：安定

　f

・不透明×平滑

・30-50mm
・850℃，5h
・製造性：安定







 

 
ガラスカレットの 

 

公共工事における実用事例 

 

 
（岐阜県各務原市 市民の森公園 トイレ棟） 

 













使いまわしの美学／「もったいない」の文化 

     資源の少ない我が国では 

  もともと加工のノウハウが優れていた 

世界の中で日本の力（哲学、知力、企業力） 
      を示す最大のチャンス 

        （京都議定書） 

マテリアルからの発信 


